
院
政
期
末
頃
成
立
の
「
有
明
の
別
れ
」
は
、
『
と
り
か
へ
ば
や
」
を
踏
ま

え
た
男
装
の
姫
君
の
物
語
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
当
初
の

主
人
公
女
右
大
将
が
男
装
を
解
い
た
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
方
が
作
品
の
大
部

分
を
占
め
る
。
そ
の
中
で
作
品
後
半
の
巻
二
～
巻
三
に
お
い
て
は
、
出
生
の

秘
密
が
、
作
品
の
主
題
・
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
従
来
論
じ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
内
実
は
複
数
の
物
語
展
開
群
の
同
時
進
行
と
み
な
さ
れ
る
事
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
、
女
右
大
将
の
嗣
子
左
大
臣
が
出
生
の
秘
密
を
知
る
ま
で
の
文

脈
に
つ
い
て
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
左
大
臣
中
心
の
物
語
展
開
の
枠

内
に
留
ま
ら
ず
、
一
見
無
関
係
な
他
の
人
物
中
心
の
物
語
展
開
と
も
連
動
し

作
品
後
半
全
体
に
わ
た
っ
て
進
行
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
作
品
を
論
じ

る
上
で
、
こ
の
文
脈
の
重
要
性
は
最
近
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
、
諸
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
叙
述
の
中
心
と
な
る
〃
主
人
公
″
の
観
点
か
ら

改
め
て
、
出
生
の
秘
密
を
め
ぐ
る
作
品
構
造
を
考
察
す
る
。

『
有
明
の
別
れ
」
に
お
け
る
出
生
の
秘
密

ｉ
作
品
後
半
の
構
造
と
〃
男
主
人
公
〃
Ｉ

は
じ
め
に

「
有
明
の
別
れ
』
に
お
け
る
出
生
の
秘
密

『
有
明
の
別
れ
』
の
孤
本
天
理
図
書
館
蔵
本
（
以
下
、
天
理
本
。
表
題

「
在
明
の
別
」
）
の
末
巻
巻
三
は
、
中
宮
付
き
の
侍
従
内
侍
が
、
中
宮
の
兄
左

大
臣
（
二
十
歳
余
）
に
、
彼
の
出
生
の
秘
密
を
打
ち
明
け
る
場
面
で
終
わ
る
。

亡
き
右
大
将
の
遺
児
と
し
て
育
て
ら
れ
た
、
左
大
臣
の
出
生
の
秘
密
と
は
、

母
対
の
上
が
そ
の
義
父
関
白
（
当
時
は
左
大
将
）
に
無
理
矢
理
関
係
を
強
い

ら
れ
て
妊
娠
、
苦
境
に
陥
っ
た
所
を
、
関
白
の
甥
に
当
た
る
右
大
将
に
連
れ

出
さ
れ
〃
結
婚
″
、
出
産
し
た
、
と
い
う
経
緯
で
あ
っ
た
。
妹
中
宮
も
、
実

は
〃
結
婚
〃
後
の
対
の
上
が
、
さ
ら
に
別
の
男
、
関
白
の
息
子
内
大
臣
（
当

時
は
三
位
中
将
）
に
強
姦
さ
れ
た
結
果
、
生
ま
れ
た
子
で
あ
る
。
左
大
臣
の

〃
亡
父
右
大
将
″
と
は
実
は
女
右
大
将
、
現
在
左
大
臣
が
恋
い
焦
が
れ
る
女

院
が
男
装
し
て
い
た
時
の
姿
に
他
な
ら
な
い
。
死
去
と
は
偽
り
の
公
表
で
、

帝
（
現
在
の
院
）
と
の
契
り
を
き
っ
か
け
に
男
装
を
解
き
、
一
人
二
役
の
姫

一
、
〈
左
大
臣
が
出
生
の
秘
密
を
知
る
ま
で
の
物
語
展
開
〉
を

め
ぐ
る
問
題
の
所
在

松

浦

あ
ゆ
み

一
一
一
一
一



君
に
な
り
す
ま
し
入
内
、
出
産
、
立
后
を
経
た
後
、
帝
の
譲
位
と
共
に
女
院

宣
下
を
受
け
当
帝
・
春
宮
の
母
、
及
び
左
大
臣
の
父
方
の
叔
母
と
し
て
今
に

至
っ
て
い
る
（
以
上
は
巻
一
・
次
頁
の
人
物
関
係
略
図
参
照
）
。
侍
従
内
侍

ｌ
元
来
は
左
大
臣
・
中
宮
兄
妹
の
亡
母
対
の
上
に
「
一
人
心
し
ら
ふ
侍
従
」

（
１
）

（
巻
－
－
Ｐ
乃
）
で
、
兄
妹
の
出
生
の
一
部
始
終
を
知
る
女
房
ｌ
の
告
白
は

既
に
中
宮
に
対
し
行
わ
れ
て
お
り
、
左
大
臣
に
対
し
て
も
、
彼
の
実
父
関
白

が
死
去
し
侍
従
内
侍
自
ら
も
重
病
で
出
家
し
た
の
を
機
会
に
、
行
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
理
本
の
末
尾
で
は
、
そ
の
告
白
内
容
が
記
さ
れ

な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
後
に
あ
る
の
は
、
同
筆
だ
が
改
丁
の
後
五

行
に
書
か
れ
た
歌
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
天
理
本
に
対
し
て
は
、
末
尾

（
２
）

散
逸
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
の
は
、
天
理
本
の
完
結
性
で
は
な
く
、
作

品
後
半
開
始
か
ら
出
生
告
白
に
至
る
ま
で
に
お
け
る
告
白
の
重
要
性
で
あ

（
３
）

る
・
孤
本
天
理
本
の
完
結
性
に
つ
い
て
決
め
手
が
得
ら
れ
な
い
現
段
階
で
は
、

完
結
性
如
何
に
拘
わ
ら
ず
論
を
進
め
て
い
く
便
宜
上
、
末
尾
散
逸
説
を
仮
に

採
り
、
散
逸
し
た
別
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
本
来
は
作
品
の
結
末
で
あ
っ
た
場
合

ｌ
即
ち
、
出
生
の
告
白
が
作
品
の
結
末
と
し
て
の
意
味
を
持
た
な
い
場
合

ｌ
を
想
定
し
て
検
討
す
る
。
そ
の
場
合
、
問
題
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の

は
、
巻
三
末
尾
に
〃
散
逸
部
分
が
続
く
″
中
で
、
〃
結
末
と
し
て
の
意
味
を

持
た
な
い
〃
出
生
告
白
が
作
品
後
半
に
占
め
る
意
味
で
あ
る
。
左
大
臣
へ
の

出
生
告
白
の
前
に
は
、
女
院
Ⅱ
女
右
大
将
か
ら
次
男
春
宮
へ
の
資
質
継
承
の

物
語
展
開
が
描
か
れ
て
お
り
、
従
来
〃
散
逸
部
分
〃
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い

る
の
は
、
こ
の
綴
じ
目
に
あ
た
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
女
右
大
将
は
、
男

装
時
に
超
常
的
な
笛
の
才
を
発
揮
し
、
男
装
を
解
い
た
後
も
、
自
身
の
再
来

と
目
さ
れ
る
春
宮
へ
伝
え
る
の
で
あ
り
、
作
品
全
体
を
通
じ
た
物
語
展
開
と

（
４
）

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
比
べ
、
左
大
臣
は
、
作
品
後
半
に
お
け
る
〃
中
心
人

物
の
一
人
″
で
あ
り
、
出
生
の
秘
密
告
白
は
、
左
大
臣
中
心
の
物
語
展
開
に

お
け
る
単
な
る
綴
じ
目
と
も
み
な
せ
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
作
品
後
半
の
始
発
部
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
左
大
臣

は
、
巻
二
冒
頭
「
な
に
に
し
の
ぶ
の
と
留
め
置
き
て
」
と
い
う
「
後
撰
和
歌

集
」
歌
（
雑
二
‐
二
八
七
）
の
引
歌
表
現
で
、
作
品
前
半
の
主
人
公
〃
亡

き
右
大
将
″
の
遺
児
と
し
て
単
独
で
脚
光
を
当
て
ら
れ
、
巻
一
で
「
光
隠
れ

給
」
（
Ｐ
Ｕ
う
〃
亡
き
右
大
将
″
に
代
わ
り
、
巻
二
で
は
あ
た
か
も
〈
続

篇
主
人
公
〉
と
な
る
か
の
よ
う
に
、
叙
述
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
体
裁
が
、
「
源
氏
物
語
」
（
以
下
「
源
氏
」
）
の
薫
を
め
ぐ
る
物

語
展
開
を
な
ぞ
り
な
が
ら
も
、
い
か
に
変
奏
し
て
い
る
か
を
、
ま
ず
は
概
観

す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
有
明
の
別
れ
」
に
お
け
る
問
題
の
所
在
を
明
確
に
し

て
い
こ
う
。
な
ぞ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
匂
宮
巻
冒
頭
表
現
「
光
隠
れ
給
ひ
に

し
後
」
で
、
超
越
的
な
資
質
を
持
つ
〈
正
篇
主
人
公
〉
光
源
氏
の
死
が
告
げ

ら
れ
た
後
、
〃
子
″
で
あ
る
〈
続
篇
主
人
公
〉
薫
が
、
実
は
光
源
氏
と
血
筋

が
繋
が
ら
な
い
と
い
う
出
生
の
秘
密
を
抱
え
、
や
が
て
出
生
告
白
を
受
け
る

に
至
る
一
連
の
経
緯
と
作
品
の
二
部
構
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
〈
正
篇
主
人

公
〉
女
右
大
将
の
死
去
が
偽
り
で
、
作
品
の
構
成
が
実
際
に
は
分
割
し
得
な

（
５
）

い
相
違
点
も
さ
り
な
が
ら
、
物
語
展
開
に
対
す
る
告
白
の
影
響
は
、
匂
宮
巻

当
初
よ
り
疑
念
を
抱
い
て
い
た
薫
の
場
合
と
著
し
く
異
な
る
。
確
か
に
、
出

生
告
白
の
役
割
を
担
う
侍
従
内
侍
に
つ
い
て
も
、
『
源
氏
」
柏
木
・
女
三
宮

二
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登
塙
人
物
関
係
略
図
※
大
槻
注
（
１
）
（
５
）
害
・
今
西
注
（
旧
）
鎗
文
・
横
溝
注
（
７
）
鎗
文
・
岡
本
注
（
８
）
論
文
の
各
図
を
参
考
に
作
成
し
た
。

※
左
大
臣
・
春
富
・
帝
に
関
す
る
婚
姻
・
恋
愛
関
係
の
図
示
を
便
宜
上
省
略
し
た
。

『
有
明
の
別
れ
」
に
お
け
る
出
生
の
秘
密

《
名
穣
上
の
家
系
》

「扁〆 ~、
【
関
白
家
】

、
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

一
望

祖
父
大
臣

■
・
可
『
】

０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

左
大
臣
家
】

圃
」 琴祁

叩
邸
劉
§

産
凹
内
大
臣
の
子

回
関
白
の
子
・

Ｂ
対
の
上
の
子
Ｄ
関
白
北
方
の
子
．

※
た
だ
し
、
内
大
臣
と
春
宮
女
御
・
権
中
納
言
は
、

Ｉ
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ｉ
Ｉ
１
０
０
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０
０
９
０
１
９
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｝
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１
０
１
１
０
０
１
０
０
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
０
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

三
条
女

I
O

O

I

I
O

O

O

O

O

O

ノ
‘；

ノL

I

I

L

・
四
・
回
異
母
き
ょ
う
だ
い
（
秘
め
ら
れ
た
血
筋
）

．
Ｂ
・
Ｄ
臭
父
き
ょ
う
だ
い

名
実
と
も
に
関
白
の
子
で
具
母
き
ょ
う
だ
い
関
係

《
実
際
の
血
筋
》

．
、
父
大
・
・

囚回
り

二

五



密
通
の
仲
立
ち
を
す
る
女
三
宮
の
乳
母
子
小
侍
従
の
役
割
を
継
承
し
、
か
つ

問
わ
ず
語
り
で
薫
に
出
生
の
秘
密
を
明
か
す
柏
木
の
乳
母
子
弁
の
役
割
を
も

〈
６
）

兼
ね
る
事
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
橋
姫
巻
の
弁
の
問
わ
ず
語
り
が
、

子
が
主
体
と
な
る
物
語
展
開
の
比
較
的
最
初
に
位
置
し
、
匂
宮
巻
で
の
薫
の

疑
念
に
答
え
る
よ
う
な
形
で
明
ら
か
に
さ
れ
、
諸
考
論
じ
る
と
こ
ろ
の
宇
治

十
帖
に
お
け
る
恋
の
展
開
へ
の
転
機
を
な
す
の
に
対
し
、
侍
従
内
侍
の
問
わ

ず
語
り
を
受
け
る
左
大
臣
は
、
全
て
が
進
展
し
た
こ
の
時
点
ま
で
何
も
知
ら

ず
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
左
大
臣
が
知
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
単
に

出
生
の
事
実
と
い
う
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
秘
密
を
知
ら
な
い
ま
ま
告
白
の
時

点
ま
で
行
っ
て
き
た
言
動
の
真
の
意
味
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
秘

密
を
知
ら
な
い
ま
ま
の
状
態
は
、
〃
末
尾
散
逸
部
分
″
が
仮
に
存
在
し
て
い

た
と
し
て
も
、
巻
二
全
て
と
巻
三
の
大
部
分
、
即
ち
作
品
後
半
の
殆
ど
に
及

ぶ
。
告
白
ま
で
の
こ
の
過
程
で
、
い
わ
ば
〈
左
大
臣
が
出
生
の
秘
密
を
知
る

（
『
ｆ
）

ま
で
の
物
語
展
開
〉
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
秘
密
に
関
わ
る

各
場
面
で
実
際
に
描
か
れ
た
左
大
臣
の
心
情
と
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
反
応
は

（
Ｈ
）

描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
〈
左
大
臣
が
出
生
の
秘
密
を
知
る
ま
で
の
物

語
展
開
〉
と
は
、
出
生
の
秘
密
告
白
に
至
る
ま
で
の
各
場
面
で
、
気
付
か
な

い
左
大
臣
の
姿
に
対
し
、
読
者
側
が
真
相
と
の
落
差
や
気
付
か
な
い
状
態
に

よ
っ
て
生
じ
る
作
品
構
造
を
そ
の
都
度
読
み
取
り
、
告
白
の
時
点
で
、
そ
れ

ら
の
意
味
を
再
確
認
す
る
べ
き
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、
作
品
後
半
全
体
に
関
わ
っ
て
く
る
内
容
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
鼓
初
に
、
念
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
左
大
臣
の
叶
わ
ぬ
恋
と
近
親
相
姦
等

の
危
う
さ
ｌ
前
述
巻
二
冒
頭
に
続
き
心
情
が
述
懐
さ
れ
る
、
〃
実
は
名
義

上
の
父
“
で
あ
る
女
院
、
及
び
〃
実
は
異
母
妹
″
で
あ
る
春
宮
女
御
へ
の
恋

（
９
）

ｌ
を
め
ぐ
る
文
脈
で
あ
る
が
、
こ
の
文
脈
だ
け
で
は
、
左
大
臣
以
外
の
登

場
人
物
中
心
の
物
語
展
開
と
の
関
連
を
見
出
し
難
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
作
品
全
体
に
関
わ
っ
て
く
る
内
容
と
し
て
注
目
さ
れ
る

の
が
、
父
子
関
係
を
め
ぐ
る
文
脈
で
あ
る
。
そ
の
際
左
大
臣
の
場
合
は
、
実

父
と
の
関
係
よ
り
も
、
名
義
上
の
父
と
の
関
係
の
方
が
重
要
と
な
ろ
う
。
実

父
関
白
は
、
特
に
作
品
後
半
で
は
さ
ほ
ど
言
及
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
侍

従
内
侍
の
秘
密
告
白
は
、
お
そ
ら
く
左
大
臣
が
不
孝
の
罪
を
背
負
う
事
を
も

「
罪
深
か
る
べ
き
こ
と
」
に
感
じ
た
た
め
で
は
あ
ろ
う
が
、
抑
も
実
父
の
死

去
あ
っ
て
の
出
来
事
な
の
で
あ
恥
（
Ｐ
卿
。
こ
の
よ
う
な
実
父
の
扱
い
の

軽
さ
に
比
べ
、
名
義
上
の
父
女
右
大
将
と
の
関
係
は
、
主
題
的
展
開
と
な
る

〈
家
〉
の
存
続
の
問
題
で
も
あ
る
。
〈
家
〉
の
存
続
の
必
要
性
こ
そ
が
、
左
大

臣
家
を
継
ぐ
男
子
不
在
に
よ
る
女
右
大
将
の
男
装
か
ら
始
ま
っ
て
、
こ
の
作

品
全
体
を
貫
く
論
理
で
あ
る
事
は
、
院
政
期
の
時
代
状
況
等
と
の
関
連
で
、

（
Ⅲ
一

従
来
論
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
左
大
臣
を
懐
妊
中
の
母
対
の
上
が
連

れ
て
来
ら
れ
た
の
も
、
胴
子
の
獲
得
の
た
め
で
あ
っ
た
。
名
義
上
の
家
系
側

の
必
要
性
に
よ
っ
て
生
じ
た
結
果
だ
け
に
、
左
大
臣
が
女
右
大
将
と
血
縁
の

繋
が
り
が
な
い
の
を
知
っ
た
時
、
本
人
の
心
情
面
で
は
、
〃
運
命
の
翻
弄
〃

に
因
る
、
叶
わ
ぬ
恋
の
閉
塞
性
や
、
類
い
ま
れ
な
女
右
大
将
の
血
筋
か
ら
の

（
旧
｝

疎
外
を
思
い
知
る
で
あ
ろ
う
が
、
嗣
子
と
し
て
の
立
場
に
何
ら
変
わ
る
事

（
Ｂ
）

は
な
い
・

出
生
の
秘
密
に
関
わ
る
以
上
の
傾
向
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
、
作
品
の
構
造

上
に
お
け
る
左
大
臣
の
役
割
面
か
ら
注
目
す
る
の
が
、
前
述
し
た
叙
述
の
特

一
一
一
ハ



巻
二
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
左
大
臣
の
視
点
と
そ
れ
に
伴
う
言
動
を
中
心
に

叙
述
さ
れ
る
部
分
が
殆
ど
で
あ
り
、
そ
れ
も
女
右
大
将
が
活
躍
し
た
巻
一
の

後
日
證
的
展
開
が
多
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
作
品
前
半
で
活
躍
し
た
女
主

人
公
が
男
装
を
解
い
た
後
を
承
け
て
事
態
を
収
拾
す
る
後
Ｈ
證
的
展
開
と
い

う
点
で
は
、
「
と
り
か
へ
ば
や
」
を
な
ぞ
っ
て
い
よ
う
。
だ
が
、
「
と
り
か
へ

ば
や
」
今
本
（
現
存
す
る
改
作
本
）
に
お
け
る
き
ょ
う
だ
い
入
れ
替
わ
り
の

（
Ｍ
〉

場
合
と
は
異
な
り
、
「
有
明
の
別
れ
」
に
お
け
る
左
大
臣
の
役
割
は
、
匂
宮

三
帖
に
お
け
る
薫
の
場
合
同
様
、
女
右
大
将
と
血
筋
の
繋
が
っ
た
子
で
な
く

徴
１
１
即
ち
、
左
大
臣
を
、
巻
二
冒
頭
で
女
右
大
将
の
遺
児
と
し
て
紹
介
し
、

そ
の
立
場
を
前
提
と
し
た
上
で
、
巻
こ
の
間
は
叙
述
の
中
心
に
据
え
る
あ
り

方
ｌ
な
の
で
あ
る
。
左
大
臣
本
人
が
真
相
を
知
ら
な
い
と
い
う
だ
け
に
留

ま
ら
ず
、
作
品
前
半
に
お
い
て
描
か
れ
て
き
た
出
生
の
真
相
が
、
作
品
後
半

で
は
ほ
と
ん
ど
等
閑
に
付
さ
れ
た
叙
述
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
、
〈
続
篇
主

人
公
〉
の
装
い
で
登
場
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巻
三
に
な
る
と
〃
中
心
人

物
の
一
人
〃
へ
と
転
じ
て
し
ま
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
を
生
じ
る
原
因

を
、
以
下
説
き
明
か
し
な
が
ら
、
作
品
後
半
全
体
に
及
ぶ
〈
左
大
臣
が
出
生

の
秘
密
を
知
る
ま
で
の
物
語
腱
開
〉
の
文
脈
を
、
左
大
臣
が
名
義
上
の
父
女

右
大
将
の
〃
子
〃
と
し
て
の
役
割
を
利
用
さ
れ
る
経
緯
と
し
て
、
叶
わ
ぬ
恋

と
の
関
連
も
含
め
考
え
て
い
く
。

二
、
巻
二
に
お
け
る
役
割

ｌ
作
品
前
半
の
後
日
諄
的
展
開
の
構
造

「
有
明
の
別
れ
」
に
お
け
る
出
生
の
秘
密

と
も
果
た
せ
る
内
容
が
多
い
。
巻
二
の
主
な
物
語
展
開
で
あ
る
左
大
臣
の
恋

愛
遍
歴
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
巻
一
で
内
大
臣
と
三
角
関
係
だ
っ
た
女
双
方
の

後
日
證
的
展
開
を
結
果
的
に
兼
ね
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
実
質
的

に
は
、
目
的
や
手
段
（
隠
れ
蓑
の
術
の
有
無
）
の
差
こ
そ
あ
れ
、
巻
一
で
こ

の
三
角
関
係
の
成
り
行
き
を
垣
間
見
し
て
い
た
女
右
大
将
の
役
割
を
も
受
け

継
ぐ
形
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
が
〃
正
篇
〃
巻
一
の
続
き
の
進
行
を

た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
も
、
読
者
側
は
、
〃
正
篇
主
人
公
〃
女
右
大
将
と
の

連
続
性
を
感
じ
る
の
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
役
割
継
承
の
次
元
に
留
ま
ら
ず
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
作
品
後
半
始
発
部
に
お
け
る
左
大
臣
は
、
他
の
男
性
登
場
人
物
達
と
の

比
較
で
、
彼
ら
と
の
実
際
の
血
縁
関
係
か
ら
は
考
え
に
く
い
優
越
性
が
あ
る

か
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
あ
た
か
も
左
大
臣
家
の
嗣
子
と
い
う
立
場

が
即
ち
女
右
大
将
と
血
筋
の
繋
が
っ
た
子
と
と
れ
る
よ
う
に
も
描
か
れ
て
い

（
喝
）

る
。
作
品
後
半
開
始
に
先
立
つ
巻
一
末
近
く
で
既
に
、
左
大
臣
と
か
つ
て

縁
談
が
あ
っ
た
春
宮
女
御
入
内
の
際
に
は
、
〃
父
〃
女
右
大
将
に
「
思
ひ
な

ｌ
あ

し
肖
え
給
へ
る
に
や
、
に
ほ
ひ
こ
よ
な
く
」
、
「
か
の
御
あ
た
り
」
即
ち
女
院

Ⅱ
女
右
大
将
の
実
子
た
る
春
宮
に
優
越
す
る
と
述
べ
ら
れ
る
（
Ｐ
型
・
巻

二
に
入
る
と
、
前
述
冒
頭
の
左
大
臣
の
紹
介
及
び
叶
わ
ぬ
恋
の
苦
悩
の
述
懐

に
続
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
登
場
す
る
権
中
納
言
は
、
左
大
臣
よ
り
四
歳
年
上
の

〃
実
は
異
母
兄
〃
の
は
ず
だ
が
、
「
同
じ
司
・
位
こ
そ
あ
れ
」
、
優
勢
の
左
大

臣
家
を
継
承
し
た
彼
に
「
思
ひ
な
し
に
や
こ
よ
な
く
ぞ
気
圧
さ
れ
給
へ
る
」

と
劣
る
か
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
Ｐ
剛
～
秒
。
こ
れ
は
、

出
生
の
秘
密
を
暗
黙
の
了
解
と
し
て
言
及
し
な
い
姿
勢
と
は
、
異
な
る
。

一

一
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さ
ら
に
は
、
物
語
展
開
上
の
役
割
で
も
女
右
大
将
の
〃
子
〃
と
し
て
の
立

の
お
ん
な

場
が
深
く
関
わ
る
の
が
、
巻
二
半
ば
に
お
け
る
承
香
殿
女
（
元
女
房
）
の

大
原
隠
棲
・
往
生
な
の
で
あ
る
。
女
右
大
将
の
男
性
的
生
活
の
後
日
認
に
当

た
る
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
い
て
は
、
左
大
臣
は
ま
さ
し
く
子
と
し
て
の
立

場
で
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
進
行
に
際
し
て
は
、
立
場
と
い
う
以
上
に
、
な

い
は
ず
の
血
筋
の
つ
な
が
り
ま
で
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
問
題
の

所
在
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

出
産
を
控
え
た
中
宮
の
御
悩
祈
祷
を
依
頼
し
に
横
川
の
前
僧
都
を
訪
問
し

た
帰
途
、
左
大
臣
が
大
雪
の
難
を
避
け
立
ち
寄
っ
た
所
が
、
か
つ
て
女
右
大

将
に
思
慕
を
寄
せ
た
承
香
殿
女
の
庵
で
あ
り
、
〃
亡
き
右
大
将
〃
へ
の
未
練

を
左
大
臣
か
ら
聞
い
た
女
院
は
、
男
装
時
の
筆
蹟
で
書
い
た
文
を
腹
心
の
女

房
に
庵
の
雛
へ
落
と
し
置
か
せ
、
承
香
殿
女
は
思
い
残
す
事
な
く
極
楽
往
生

す
る
ｌ
と
い
う
の
が
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
概
要
で
あ
る
。
こ
の
際
注
目
す
べ

き
な
の
は
、
今
は
尼
と
な
っ
た
承
香
殿
女
が
問
わ
ず
語
り
に
語
り
出
す
き
っ

か
け
が
、
左
大
臣
を
女
右
大
将
の
〈
ゆ
か
り
〉
Ⅱ
縁
者
と
感
じ
た
事
だ
っ
た

点
に
あ
ろ
う
。
ゆ
か
り
と
確
信
し
た
の
は
、
左
大
臣
が
〃
亡
父
〃
右
大
将
か

ら
随
身
を
引
き
継
い
で
い
た
為
と
は
い
え
、
「
な
く
て
な
ら
ぬ
」
左
大
臣
の

「
け
は
ひ
」
に
「
さ
に
や
」
と
「
な
つ
か
し
」
く
感
じ
、
「
思
ひ
か
け
ぬ
ゆ
か

（
脆
）

り
に
告
げ
ん
」
と
前
置
き
し
て
か
ら
語
り
出
す
の
で
あ
る
（
Ｐ
沙
。

こ
れ
を
、
左
大
臣
が
そ
の
場
限
り
の
き
っ
か
け
と
し
て
役
割
を
果
た
す
た

（
〃
）

め
に
便
宜
的
に
設
け
ら
れ
た
、
承
香
殿
女
の
単
な
る
思
い
込
み
と
し
て
処
理

す
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
承
香
殿
女
と
の
遭
遇
後
に
は
、
左
大
臣
の
報
告
を

受
け
た
女
院
、
即
ち
か
つ
て
の
女
右
大
将
の
視
点
へ
と
転
じ
る
。
そ
れ
以
前

の
時
点
、
左
大
臣
の
恋
愛
遍
歴
と
関
連
し
右
大
臣
大
君
と
の
縁
談
が
起
こ
っ

た
際
に
、
彼
の
出
生
の
真
相
は
、
そ
の
女
院
思
慕
と
対
比
す
る
形
で
、
女
院

Ⅱ
女
右
大
将
の
述
懐
に
お
い
て
、
「
有
り
難
く
て
た
ば
か
り
出
で
た
る
人
な

（
鵬
）

れ
ば
」
（
Ｐ
洲
）
と
、
ほ
の
め
か
さ
れ
て
も
い
た
。
結
果
的
に
は
、
他
の
出

来
事
も
含
め
作
品
前
半
の
後
日
揮
と
し
て
、
真
相
を
全
て
知
る
女
院
Ⅱ
女
右

（
旧
）

大
将
の
ま
な
ざ
し
へ
と
収
束
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
後
日
揮
の
進
行
の
必
要
上
に
せ
よ
、
偶
々
行
き
合
わ
せ
た
承
香

殿
女
が
左
大
臣
を
女
右
大
将
の
子
と
し
て
認
定
す
る
事
は
、
不
可
欠
な
き
っ

か
け
で
あ
る
。
一
章
で
触
れ
た
『
源
氏
」
橋
姫
巻
に
お
け
る
弁
の
出
生
告
白

の
趣
向
に
も
似
る
。
た
だ
し
、
弁
に
よ
る
柏
木
の
〈
ゆ
か
り
〉
と
し
て
の
認

定
が
隠
れ
た
く
ゆ
か
り
〉
を
確
認
す
る
自
然
な
成
り
行
き
な
の
に
対
し
、

一
有
明
の
別
れ
」
の
承
香
殿
女
の
場
合
は
、
偽
の
〈
ゆ
か
り
〉
の
あ
り
方
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
承
香
殿
女
の
問
わ
ず
語
り
に
対
し
、

左
大
臣
が
、
〃
亡
父
“
の
「
声
、
け
は
ひ
、
笛
の
音
、
全
て
何
事
に
つ
け
て

も
、
い
か
や
う
に
も
の
し
給
ひ
け
む
と
、
思
ひ
や
ら
ぬ
時
な
き
」
と
語
っ
て

い
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う
（
Ｐ
伽
）
。
女
院
Ⅱ
女
右
大
将
へ
の
叶
わ
ぬ
恋
に

悩
む
一
方
で
、
超
常
的
な
才
を
備
え
た
〃
亡
父
右
大
将
″
の
子
で
あ
る
事
を

疑
わ
な
い
左
大
臣
の
あ
り
方
が
、
地
の
文
で
言
及
さ
れ
な
い
出
生
の
真
相
と

の
落
差
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
・
こ
う
し
た
叙
述
は
一
時
的
に
せ
よ
、

同
じ
く
「
源
氏
」
竹
河
巻
で
、
薫
と
柏
木
と
の
相
似
を
慨
嘆
す
る
玉
鬘
の
言

（
鋤
）

葉
に
対
し
地
の
文
で
言
及
が
な
い
の
と
、
同
種
の
効
果
と
み
な
せ
る
。

だ
が
、
「
有
明
の
別
れ
』
の
場
合
は
、
そ
れ
以
上
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
真
相
が
地
の
文
で
は
言
及
さ
れ
な
い
事
で
、
一
瞬
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だ
け
に
せ
よ
、
女
右
大
将
の
子
と
し
て
の
左
大
臣
が
存
在
し
た
上
で
、
作
品

世
界
は
進
行
す
る
。
の
み
な
ら
ず
、
巻
二
全
体
の
叙
述
で
も
や
は
り
、
前
述

右
大
臣
大
君
と
の
縁
談
時
の
ほ
の
め
か
し
を
除
き
、
左
大
臣
の
出
生
の
秘
密

は
言
及
さ
れ
ず
、
そ
れ
ば
か
り
か
異
母
兄
に
対
す
る
優
越
性
ま
で
も
述
べ
ら

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
真
相
と
の
落
差
を
抱
え
た
ま
ま
、
女
右
大
将
の
子
で
あ

る
事
を
前
提
と
し
て
、
出
来
事
が
堆
積
し
て
い
く
成
り
行
き
が
窺
え
よ
う
。

こ
れ
は
、
続
く
巻
三
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
特
徴
と
考
え

ら
れ
る
。
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
巻
三
は
、
左
大
臣
以
外
の
人
物
中
心
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
い
が
、
女
右
大
将
か
ら
春
宮
へ
の
資
質
継
承
の
物
語
展
開

で
は
、
女
右
大
将
の
〃
子
″
と
し
て
の
左
大
臣
の
あ
り
方
も
言
及
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
先
行
し
、
左
大
臣
の
異
母
妹
中
宮
へ
の

出
生
告
白
を
め
ぐ
る
物
語
展
開
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
物
語
展

開
と
左
大
臣
と
の
関
わ
り
を
、
検
討
し
て
い
こ
う
。

中
宮
に
出
生
の
秘
密
が
告
白
さ
れ
る
物
語
展
開
は
、
巻
三
に
入
り
表
面
化

す
る
が
、
こ
の
前
段
階
に
あ
た
る
文
脈
が
、
巻
二
に
お
け
る
左
大
臣
の
恋
愛

遍
歴
に
伴
う
見
聞
の
内
容
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
前
章
に
お
い
て
言

及
し
た
、
内
大
臣
と
の
三
角
関
係
が
途
絶
え
た
二
人
の
女
の
後
日
認
で
、
内

大
臣
の
娘
探
し
の
一
環
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
物
語
展
開
で
あ

（
劃
）

る
。
左
大
臣
は
、
忍
び
歩
き
で
垣
間
見
た
姫
君
達
（
中
務
宮
姫
君
・
四
条

三
、
巻
二
か
ら
巻
三
へ

ｌ
異
母
妹
中
宮
へ
の
出
生
告
白
に
お
け
る
転
換
点

「
有
明
の
別
れ
」
に
お
け
る
出
生
の
秘
密

上
）
が
い
ず
れ
も
中
宮
と
似
通
っ
て
い
る
の
を
目
撃
す
る
。
つ
ま
り
、
内
大

臣
の
知
ら
ぬ
間
に
、
三
角
関
係
が
途
絶
え
た
直
後
生
ま
れ
た
娘
達
の
存
在
が
、

女
右
大
将
の
〃
妻
〃
強
姦
の
結
果
生
ま
れ
て
い
た
中
宮
と
併
せ
て
明
か
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
左
大
臣
が
関
係
を
結
ん
だ
方
の
娘
（
四
条
上
）

に
つ
い
て
は
、
前
述
承
香
殿
女
の
隠
棲
発
見
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
直
前
の
時
点
で
、

実
父
内
大
臣
の
知
る
所
と
な
り
、
母
娘
引
き
取
り
へ
と
進
展
す
る
。

承
香
殿
女
発
見
の
場
合
同
様
、
左
大
臣
の
垣
間
見
は
、
あ
く
ま
で
も
き
っ

か
け
で
、
い
わ
ゆ
る
視
点
人
物
と
し
て
の
便
宜
的
な
扱
い
に
す
ぎ
な
か
っ
た

と
み
な
す
の
は
、
た
や
す
い
・
作
品
前
半
に
お
け
る
主
人
公
の
嗣
子
と
し
て
、

自
身
の
恋
の
物
語
展
開
と
併
せ
、
父
や
他
の
登
場
人
物
の
恋
や
出
生
の
秘
密

を
見
聞
す
る
こ
と
で
、
父
達
の
恋
と
結
婚
の
あ
り
方
を
、
限
ら
れ
た
見
聞
の

範
囲
で
顕
わ
に
し
て
い
く
役
割
と
し
て
み
な
せ
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
「
源
氏
」

野
分
巻
か
ら
横
笛
巻
に
か
け
て
の
夕
霧
の
あ
り
方
を
な
ぞ
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
夕
霧
と
の
比
較
を
通
し
て
、
左
大
臣
の
あ
り
方
を
明
確
に
し

て
い
く
。
左
大
臣
の
思
慕
は
、
院
と
の
睦
ま
じ
い
結
婚
生
活
を
送
る
女
院
へ

の
見
る
だ
け
の
恋
と
い
う
点
に
お
い
て
、
夕
霧
の
義
母
紫
上
へ
の
恋
と
近
似

（
型
）

を
見
せ
て
い
る
。
内
大
臣
の
三
角
関
係
に
お
け
る
娘
の
出
生
見
聞
に
関
し

て
は
、
柏
木
密
通
を
め
ぐ
る
薫
の
出
生
見
聞
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
し
か
も
、

玉
雲
や
薫
の
出
生
に
関
す
る
疑
い
を
抱
く
の
が
特
定
の
時
点
迄
で
終
わ
る
夕

霧
以
上
に
、
左
大
臣
は
気
付
か
な
い
人
物
で
、
「
い
か
な
る
に
か
、
お
ぼ
え

ぬ
火
影
に
、
な
ほ
あ
や
し
く
思
ひ
出
ら
る
る
ぞ
川
側
則
刎
刈
刎
巴
（
Ｐ
唖
、
或

い
は
中
宮
を
「
例
の
、
常
に
見
き
こ
ゆ
る
け
に
や
」
（
Ｐ
迦
等
と
、
一
瞬

不
審
を
抱
く
も
の
の
、
す
ぐ
に
自
身
の
恋
心
に
転
じ
て
し
ま
う
。
夕
霧
の
場

一

一

九



合
以
上
に
、
垣
間
見
る
本
人
の
心
情
の
整
合
性
よ
り
も
作
品
全
体
の
物
語
展

開
が
優
先
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
見
逃

せ
な
い
の
は
、
左
大
臣
が
、
出
生
の
秘
密
と
は
無
関
係
で
あ
り
続
け
る
夕
霧

の
場
合
と
、
立
場
を
異
に
す
る
点
で
あ
る
。
中
宮
は
、
左
大
臣
と
実
父
こ
そ

違
え
、
母
対
の
上
、
名
義
上
の
父
女
右
大
将
を
持
つ
〈
類
例
〉
と
し
て
考
え

（
認
）

得
る
。
二
章
で
前
述
し
た
、
薫
の
出
生
を
め
ぐ
る
『
源
氏
』
の
継
承
の
う

ち
、
主
人
公
の
妻
の
密
通
が
出
生
を
招
く
部
分
は
、
中
宮
の
場
合
へ
と
分
か

（
割
）

た
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
は
近
親
相
姦
の
危
う
さ
と
し
て

（
お
）

指
摘
さ
れ
て
い
る
文
脈
で
あ
る
が
、
同
時
に
〈
類
例
〉
の
秘
密
と
の
遭
遇
を

も
意
味
し
て
い
よ
う
。
承
香
殿
女
隠
棲
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
け
る
場
合
同
様
、

気
付
か
な
い
左
大
臣
の
姿
を
描
く
か
ら
こ
そ
、
女
右
大
将
の
〃
子
〃
と
し
て

の
あ
り
方
が
浮
か
び
上
が
る
と
言
え
よ
う
。

こ
う
し
て
、
兄
左
大
臣
と
関
わ
り
つ
つ
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
た
、
中
宮
の

出
生
の
秘
密
が
、
巻
三
に
至
っ
て
、
内
大
臣
に
よ
る
実
父
の
名
乗
り
で
表
面

化
す
る
。
打
ち
明
け
る
役
割
を
担
う
の
は
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
左

大
臣
の
場
合
と
同
様
、
母
付
き
の
女
房
で
あ
っ
た
侍
従
内
侍
で
あ
る
。
遡
行

さ
せ
て
の
類
推
は
危
険
な
が
ら
も
、
左
大
臣
の
出
生
の
秘
密
が
明
か
さ
れ
る

ま
で
の
流
れ
で
、
〈
類
例
〉
中
宮
に
対
す
る
出
生
の
秘
密
の
告
白
は
、
恋
愛

遍
歴
の
中
で
左
大
臣
が
果
た
し
て
き
た
女
右
大
将
の
子
と
し
て
の
役
割
に
お

け
る
転
換
点
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
中
宮
の
反
応
（
Ｐ
棚
・
棚
・

仙
・
唖
は
、
名
乗
り
直
後
の
実
父
死
去
を
一
応
悲
し
み
不
孝
の
罪
を
恐
れ

は
す
る
も
の
の
、
名
義
上
の
家
系
の
生
ま
れ
で
な
か
っ
た
事
へ
の
失
望
が
強

く
、
し
か
も
女
院
Ⅱ
女
右
大
将
の
正
体
に
は
何
ら
言
及
が
な
い
。
密
通
に
よ

左
大
臣
と
春
宮
ｌ
女
院
Ⅱ
女
右
大
将
の
義
子
と
実
子
Ｉ
は
、
各
々
異

（
錫
）

な
る
次
元
で
資
質
の
書
き
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
も
み
な
せ
よ
う
が
、
二

者
を
比
較
す
る
文
脈
は
、
天
人
降
下
を
め
ぐ
る
物
語
史
の
観
点
か
ら
既
に
指

（
鋤
）

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
を
、
家
の
継
承
と
政
道
の
継
承
の
面
か
ら
改
め

て
注
目
し
、
作
品
構
造
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

る
出
生
に
対
す
る
衝
撃
で
中
宮
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
失
わ
れ
る
点
等
は
事

情
が
異
な
る
と
は
い
え
、
左
大
臣
の
反
応
も
、
類
似
の
予
想
が
可
能
で
あ

（
郡
）

る
。
も
ち
ろ
ん
、
左
大
臣
の
場
合
は
、
女
院
思
慕
の
関
係
上
、
女
院
Ⅱ
女
右

大
将
の
正
体
告
白
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
だ
が
、
〃
末
尾
散
逸
部
分
″
次
第
で

決
ま
る
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
侍
従
内

侍
は
、
男
装
を
解
い
た
後
の
女
院
が
正
体
を
明
か
す
際
に
言
及
さ
れ
て
は
い

（
野
）

な
い
（
巻
一
‐
Ｐ
Ⅲ
～
棚
）
。
必
ず
し
も
女
院
の
正
体
が
明
か
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、
女
院
思
慕
の
文
脈
以
上
に
、
父
子
関
係
、

そ
れ
も
名
義
上
の
面
に
関
す
る
文
脈
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
左
大
臣
の
出
生
の
秘
密
が
顕
わ
さ
れ
る
に
至
る
文
脈
が

発
動
し
始
め
た
と
み
る
な
ら
ば
、
彼
が
女
右
大
将
の
〃
子
〃
と
し
て
果
た
し

て
き
た
役
割
は
、
い
か
な
る
内
容
へ
と
転
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
巻
三
半
ば

で
女
院
Ⅱ
女
右
大
将
か
ら
次
子
春
宮
へ
と
資
質
継
承
が
達
成
さ
れ
る
物
語
展

開
と
の
関
わ
り
を
、
次
章
で
検
討
し
て
い
こ
う
。

四
、
巻
三
に
お
け
る
役
割

ｌ
女
右
大
将
か
ら
春
宮
へ
の
〈
光
〉
継
承
の
文
脈

○



女
院
と
左
大
臣
と
は
、
真
相
の
明
か
さ
れ
な
い
当
初
か
ら
既
に
、
〃
叔

母
・
甥
″
の
間
柄
と
い
え
ど
も
実
質
的
に
は
家
の
継
承
の
必
要
上
生
じ
た
親

子
関
係
に
近
い
も
の
が
窺
え
よ
う
。
巻
二
で
は
、
冒
頭
表
現
に
続
い
て
左
大

臣
の
叶
わ
ぬ
恋
の
増
す
苫
悩
が
綴
ら
れ
る
中
で
は
、
女
院
か
ら
家
の
嗣
子
に

伝
え
る
べ
き
政
道
が
熱
心
に
伝
授
さ
れ
て
い
る
背
景
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

（
抑
）

る
。
左
大
臣
の
方
も
、
母
対
の
上
に
よ
る
世
話
よ
り
も
「
ま
こ
と
の
御
親
」

と
し
て
女
院
を
頼
り
に
し
（
巻
一
Ｉ
Ｐ
唾
、
恋
の
苦
悩
の
あ
ま
り
遁
世
を
思

う
際
に
し
て
も
「
思
し
め
し
さ
い
な
ま
ん
」
（
巻
二
ｌ
Ｐ
型
と
い
う
親
の
叱

責
を
恐
れ
る
よ
う
な
意
識
を
抱
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
の
女
院
思
慕
は
、

（
帥
）

近
親
州
姦
に
対
す
る
禁
忌
の
傾
向
さ
え
帯
び
、
至
高
の
女
性
思
慕
と
い
う
以

上
に
、
閉
塞
性
の
度
合
い
を
強
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

対
す
る
春
宮
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
巻
一
末
近
く
の
女
御
入
内
の
際
に
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
男
性
的
魅
力
の
面
に
お
け
る
左
大
臣
の
優
越
も
述
べ
ら
れ

て
い
た
。
そ
れ
が
、
女
院
が
箏
の
琴
の
奏
を
制
止
さ
れ
た
虫
合
の
宴
の
後
、

翌
Ⅱ
の
時
点
に
な
る
と
、
女
院
か
ら
春
宮
へ
の
笛
伝
授
と
才
の
素
質
継
承
が
、

「
世
の
人
も
こ
の
大
臣
も
さ
ら
に
伝
へ
給
は
ぬ
を
、
さ
し
越
え
」
と
、
左
大

臣
を
引
き
合
い
に
出
し
て
描
か
れ
る
。
た
だ
し
、
女
院
の
偏
っ
た
笛
伝
授
に

対
し
、
実
際
に
恨
み
言
を
言
っ
て
み
せ
る
の
は
春
宮
の
兄
帝
で
あ
り
（
Ｐ
洲

～
籾
、
当
の
左
大
臣
は
、
女
院
に
よ
る
箏
の
琴
弾
奏
に
恋
慕
を
募
ら
せ
る

一
方
で
あ
る
（
Ｐ
刑
．
⑭
。
こ
の
時
点
の
両
者
は
、
楽
継
承
と
家
・
政
道

継
承
と
い
う
異
な
る
次
元
で
棲
み
分
け
を
し
て
い
る
と
も
み
な
せ
よ
う
。

し
か
し
、
巻
三
に
入
り
、
左
大
臣
の
恋
愛
遍
歴
・
結
婚
を
め
ぐ
る
中
務
宮

北
方
の
物
怪
事
件
が
収
拾
し
た
後
、
中
宮
が
生
ん
だ
一
宮
御
五
十
日
の
時
点

「
有
明
の
別
れ
」
に
お
け
る
出
生
の
秘
密

し
め
す
ば
か
り
、
え
あ
き
ら
め
さ
せ
給
は
ね
ば
、
た
だ
春
宮
に
の
み
ぞ
、

と
り
わ
き
、
い
は
け
な
く
よ
り
、
朝
夕
よ
る
づ
を
聞
え
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
、

何
事
に
つ
け
て
も
、
た
だ
光
隠
れ
給
ひ
し
故
大
将
の
御
代
り
に
は
、
こ
の

宮
の
み
ぞ
末
の
世
照
ら
さ
せ
給
ふ
べ
き
。
（
Ｐ
柵
※
底
本
二
重
線
部
ナ
シ
）

つ
ま
り
、
春
宮
は
、
作
品
前
半
の
主
人
公
女
右
大
将
の
楽
継
承
者
と
い
う
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
「
故
大
将
の
御
代
り
」
と
し
て
、
主
人
公
に
ふ
さ
わ
し
い

（
型
）

超
常
的
な
資
質
の
総
体
〈
光
〉
を
得
る
者
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
巻
二

で
女
右
大
将
の
〃
子
″
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
左
大
臣
は
、
巻
三
で
春
宮
の

類
い
稀
な
資
質
が
次
第
に
強
調
さ
れ
る
文
脈
に
あ
っ
て
、
再
び
比
較
対
象
と

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
左
大
臣
に
伝
え
ら
れ
た
政
道
と
、
春

宮
に
伝
え
ら
れ
た
帝
王
学
と
は
、
元
来
性
格
が
異
な
る
面
も
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
引
用
文
波
線
部
に
よ
り
、
左
大
臣
が
優
れ
た
才
を
持
つ
に
も
拘
わ
ら
ず
、

「
か
の
御
心
」
、
即
ち
女
院
思
慕
を
抑
え
る
事
が
、
女
院
Ⅱ
女
右
大
将
の
政
道

継
承
の
機
会
か
ら
遠
ざ
け
る
結
果
と
な
っ
た
経
緯
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
中
宮
へ
の
出
生
告
白
が
実
父
内
大
臣
の
死
去
で
締
め
く
く
ら
れ

た
後
、
資
質
継
承
の
素
地
が
整
っ
た
春
宮
に
よ
る
超
常
的
な
笛
の
才
発
揮
は
、

朱
雀
院
四
十
賀
宴
で
成
就
す
る
。
朱
雀
院
四
十
賀
の
開
催
に
あ
た
り
、
春
宮

は
「
今
の
代
の
君
達
」
と
比
較
の
上
で
「
光
を
添
へ
さ
せ
給
へ
り
」
と
一
層

で
は
、
春
宮
へ
の
政
道
伝
授
の
達
成
も
述
べ
ら
れ
る
。

〈
前
略
〉
げ
に
何
事
に
つ
け
て
も
、
ま
た
類
ひ
き
こ
え
さ
せ
た
る
人
〈
Ⅱ

女
院
〉
の
あ
り
難
き
こ
そ
口
惜
し
け
れ
。
さ
は
い
へ
ど
、
左
の
大
臣
こ
そ

な
る
御
才
の
き
は
な
れ
ど
、
片
へ
は
、
か
の
御
心
も
慎
ま
せ
給
ふ
に
、
恩

は
、
よ
る
づ
教
へ
お
は
す
る
御
言
の
葉
に
つ
け
て
も
、
な
く
て
の
人
に
異

一
一
一
一



賛
美
さ
れ
て
い
る
（
Ｐ
轡
。
そ
の
際
、
母
女
院
と
の
相
似
ゆ
え
〃
母
の
兄

弟
〃
右
大
将
の
容
貌
も
継
承
し
た
と
さ
れ
る
中
に
も
、
「
故
大
将
の
忘
れ
ぬ

面
影
も
、
あ
ら
ぬ
方
に
伝
は
り
給
へ
る
」
と
直
系
の
伝
え
で
な
い
旨
述
べ
ら

れ
る
。
こ
こ
で
も
〃
子
″
左
大
臣
の
存
在
が
一
応
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と

考
え
得
る
。
賀
宴
で
は
、
春
宮
の
横
笛
と
母
女
院
Ⅱ
女
右
大
将
の
琵
琶
と
の

母
子
合
奏
に
よ
り
、
女
右
大
将
男
装
時
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
天
人
降
下
が

起
き
る
。
そ
の
際
、
春
宮
の
身
を
案
じ
た
院
の
命
で
宮
司
の
昇
進
が
決
ま
っ

た
際
、
「
つ
れ
な
く
舞
踏
し
給
ふ
」
左
大
臣
の
姿
が
描
か
れ
る
が
、
こ
の
直

（
羽
）

前
に
「
さ
る
は
、
故
右
大
将
殿
の
御
末
に
は
は
づ
か
し
か
る
べ
き
御
身
の
天

人
う
と
さ
ぞ
か
し
。
」
と
、
春
宮
の
よ
う
に
天
人
降
下
を
招
く
べ
く
も
な
い

左
大
臣
を
、
さ
り
げ
な
く
椰
楡
す
る
か
の
よ
う
な
寸
評
が
さ
れ
て
い
た
（
Ｐ

似
～
轡
。
同
様
の
叙
述
は
、
巻
一
で
内
大
臣
（
当
時
は
宰
相
中
将
）
が
笙

の
笛
を
奏
し
た
如
月
の
花
宴
で
も
「
あ
ま
く
だ
る
天
人
も
な
け
れ
ば
、
そ
こ

は
か
と
な
く
て
、
こ
と
も
は
て
ぬ
れ
ば
、
皆
ま
か
で
給
ふ
」
（
巻
一
‐
Ｐ
型

（
弧
）

と
い
う
寸
評
が
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
内
大
臣
達
と
は
異
な
り
、
左
大
臣

の
場
合
、
女
右
大
将
の
子
と
し
て
資
質
継
承
は
当
然
と
の
前
提
で
、
春
宮
と

比
較
し
た
直
接
的
な
批
評
と
し
て
、
明
ら
か
な
差
が
あ
ろ
う
。

し
か
も
、
春
宮
と
の
比
較
の
文
脈
は
、
教
養
の
次
元
に
留
ま
っ
て
は
い
ま

い
。
朱
雀
院
四
十
賀
以
降
に
お
い
て
、
左
大
臣
は
、
二
人
の
妻
の
出
産
が
左

大
臣
家
の
繁
栄
へ
と
繋
が
る
展
開
を
辿
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て

叶
わ
ぬ
恋
の
苦
悩
へ
と
回
帰
し
て
い
る
（
Ｐ
轡
。
そ
の
結
果
生
じ
た
〃
実

は
異
母
妹
〃
春
宮
女
御
へ
の
侵
犯
の
試
み
が
、
春
宮
女
御
の
拒
否
、
即
ち
密

通
未
遂
に
終
わ
っ
て
い
る
。
巻
三
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
は
、
女
右

大
将
の
子
と
し
て
優
越
し
て
生
き
て
き
た
、
左
大
臣
本
人
の
失
望
を
描
く
文

（
弱
）

脈
で
あ
り
、
か
つ
近
親
相
姦
の
危
う
さ
が
読
み
取
れ
る
文
脈
も
含
ま
れ
て
い

（
調
）

る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
作
品
構
造
の
次
元
に
お
い
て
は
、
超
常
的
な
楽
の
才

に
続
き
、
春
宮
の
男
性
的
な
力
を
際
立
た
せ
る
役
割
も
果
た
し
て
い
よ
う
。

春
宮
女
御
が
左
大
臣
を
拒
み
通
す
理
由
は
、
春
宮
の
〈
光
〉
に
「
言
ふ
か
ひ

な
く
思
ひ
し
み
て
」
（
Ｐ
棚
）
い
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
続
い
て
の
嵯
峨
野

行
幸
・
行
啓
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
い
て
、
兄
帝
よ
り
も
「
御
光
」
の
類
い
な

さ
で
優
る
春
宮
は
、
見
舞
っ
た
祖
父
入
道
大
臣
か
ら
も
、
帝
の
場
合
よ
り

「
今
少
し
」
政
道
を
伝
授
さ
れ
、
母
女
院
か
ら
、
男
装
時
の
自
分
の
〈
光
〉

再
来
と
し
て
み
な
さ
れ
る
（
Ｐ
蝿
～
唖
。

こ
れ
ら
の
検
討
を
通
じ
て
、
春
宮
が
、
作
品
前
半
の
主
人
公
女
右
大
将
の

全
面
的
な
資
質
〈
光
〉
を
受
け
継
ぐ
巻
三
の
展
開
に
あ
っ
て
、
女
右
大
将
の

〃
子
〃
左
大
臣
が
比
較
対
象
と
さ
れ
て
い
る
事
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の

際
、
左
大
臣
の
叶
わ
ぬ
恋
も
、
結
果
的
に
は
、
春
宮
が
全
て
の
面
で
優
っ
て

ゆ
く
文
脈
に
利
用
さ
れ
て
い
る
構
図
が
、
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
「
有
明
の
別
れ
」
後
半
の
作
品
構
造
を
、
当
初
叙
述
の
中
心
と
さ

れ
て
い
た
登
場
人
物
〈
左
大
臣
が
出
生
の
秘
密
を
知
る
ま
で
の
物
語
展
開
〉

の
文
脈
か
ら
読
み
取
っ
て
き
た
。
こ
の
検
討
を
通
じ
て
、
作
品
構
造
に
関
わ

る
結
論
が
二
点
得
ら
れ
る
。

第
一
に
、
作
品
構
造
に
お
け
る
左
大
臣
へ
の
出
生
告
白
の
重
要
性
で
あ
る
。

結
論
に
代
え
て

一
一
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一
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出
生
告
白
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
叶
わ
ぬ
恋
の
と
ど
め
、
或
い
は
超

常
的
な
〃
亡
父
右
大
将
″
の
血
筋
・
資
質
を
継
承
し
な
か
っ
た
衝
撃
等
、
家

の
継
承
・
繁
栄
の
役
割
に
翻
弄
さ
れ
る
左
大
臣
の
姿
を
、
血
脈
確
認
の
展
開

に
伴
い
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
意
味
合
い
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
作
品
構
造
の

次
元
で
は
、
出
生
の
秘
密
に
気
付
か
な
い
事
を
前
提
に
し
た
実
子
と
し
て
の

役
割
に
、
終
止
符
を
打
つ
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
家
の
継

（
”
）

承
・
繁
栄
遂
行
の
役
割
が
不
変
な
の
は
当
然
な
が
ら
、
様
々
な
局
面
に
応
じ
、

女
右
大
将
と
血
筋
の
繋
が
り
も
あ
る
か
の
よ
う
な
連
続
性
・
親
和
性
を
発
揮

し
て
の
役
割
は
終
わ
り
を
告
げ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
作
品
末
尾

が
書
か
れ
ざ
る
告
白
と
な
っ
て
い
る
天
理
本
の
現
存
形
は
、
〈
左
大
臣
が
出

生
の
秘
密
を
知
る
ま
で
の
物
語
展
開
〉
で
多
様
な
意
味
合
い
の
可
能
性
を
残

し
た
ま
ま
の
作
品
の
結
末
と
し
て
、
注
目
さ
れ
よ
う
。

第
二
に
、
中
心
人
物
左
大
臣
と
春
宮
を
め
ぐ
る
作
品
構
造
の
特
徴
で
あ
る
。

巻
二
で
は
、
作
品
前
半
の
主
人
公
で
あ
る
女
右
大
将
の
男
装
時
の
生
活
を
め

ぐ
る
後
日
讃
の
た
め
、
血
筋
の
繋
が
り
も
あ
る
か
の
よ
う
な
〃
子
〃
左
大
臣

像
が
、
意
図
的
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
と
対
照
を
な
す
形
で
、
巻
三
に

入
る
と
、
〈
類
例
〉
中
宮
へ
の
出
生
告
白
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
転
換
点
と
し
て
、

春
宮
が
作
品
前
面
で
類
い
稀
さ
を
次
第
に
強
調
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
比

較
対
象
と
さ
れ
て
い
く
叙
述
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
叙
述
の
中

心
と
な
る
登
場
人
物
が
単
に
移
り
変
わ
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
女
右
大
将
か

ら
春
宮
へ
の
継
承
が
待
望
さ
れ
た
の
は
、
主
人
公
に
ふ
さ
わ
し
い
資
質
〈
光
〉

で
あ
っ
た
。
そ
の
内
実
と
し
て
、
血
筋
の
繋
が
り
が
前
提
と
な
る
比
類
な
き

容
貌
の
相
似
・
超
常
的
な
笛
の
才
や
政
道
の
心
得
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
本
来

「
有
明
の
別
れ
」
に
お
け
る
出
生
の
秘
密

女
右
大
将
に
は
な
い
要
素
１
１
左
大
臣
の
領
域
た
る
性
愛
で
優
越
す
る
男
性

性
ｌ
ま
で
も
求
め
ら
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
。
こ
の
〈
光
〉
継
承
の
過
程

に
お
い
て
、
左
大
臣
が
巻
二
当
初
に
続
篇
主
人
公
の
装
い
で
登
場
し
、
春
宮

に
先
行
し
て
活
躍
し
、
名
義
上
の
父
子
関
係
を
利
用
し
た
叙
述
に
よ
り
、
比

較
対
象
と
し
て
春
宮
と
同
じ
俎
上
に
乗
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今

後
、
男
装
の
姫
君
を
め
ぐ
る
作
品
全
体
の
構
造
と
し
て
、
さ
ら
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

注
（
１
）
本
文
引
用
は
、
大
槻
修
「
有
明
の
別
れ
ｌ
あ
る
男
装
の
姫
君
の
物
語
」

（
創
英
社
、
昭
別
）
に
拠
る
。
私
に
表
記
を
改
め
た
所
も
あ
る
。

（
２
）
樋
口
芳
麻
呂
「
有
明
の
別
論
」
（
「
平
安
時
代
の
作
家
と
作
品
」
平
４
）

（
３
）
天
理
本
末
尾
文
に
お
け
る
「
は
ん
く
り
」
の
使
用
、
巻
末
歌
の
作
者
、

作
中
歌
を
収
録
す
る
「
風
葉
和
歌
集
」
の
末
巻
散
逸
、
『
我
が
身
に
た
ど

る
姫
君
」
の
女
帝
へ
の
影
響
に
関
す
る
問
題
が
、
冒
頭
に
お
け
る
原
態
の

問
題
と
共
に
残
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
大
槻
修
「
女
大
将
・
一
人
二
役
の
早
変
わ
り
」
（
「
中
世
王
朝
物
語
の
研

究
」
世
界
思
想
社
、
昭
弘
・
吃
初
出
）
、
辛
島
正
雄
「
「
在
明
の
別
」
覚
書
」

（
「
中
世
王
朝
物
語
史
論
上
巻
」
笠
間
書
院
、
平
２
．
ｍ
初
出
）
、
小
嶋
菜

温
子
「
「
有
明
の
別
れ
」
と
『
源
氏
物
語
」
」
（
「
平
安
文
学
論
集
」
風
間
書

房
、
平
４
）
、
大
倉
比
呂
志
「
有
明
の
別
れ
」
論
」
（
「
学
苑
」
池
、
平

皿
・
９
）

（
５
）
以
上
は
大
槻
修
「
在
明
の
別
の
研
究
」
（
桜
楓
社
、
昭
“
）
、
徳
江
純
子
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「
中
世
王
朝
物
語
・
御
伽
草
子
事
典
」
「
主
人
公
」
（
勉
誠
出
版
、
平
皿
）

（
６
）
野
村
倫
子
「
侍
従
考
」
（
「
物
語
研
究
第
２
集
」
新
時
代
社
、
昭
侭
）

（
７
）
神
田
龍
身
「
物
語
史
へ
の
一
視
角
」
（
「
文
学
・
語
学
」
皿
昭
弱
・
４
）
、

横
溝
博
「
中
世
王
朝
物
語
・
御
伽
草
子
事
典
」
「
系
図
的
想
像
力
」

（
８
）
岡
本
美
奈
「
中
世
王
朝
物
語
・
御
伽
草
子
事
典
」
「
有
明
の
別
れ
」
。
た

だ
し
、
掲
出
例
「
も
と
の
関
白
」
は
左
大
臣
の
名
義
上
の
祖
父
大
臣
で
あ

り
、
該
当
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
９
）
大
槻
注
（
４
）
論
文
、
神
田
注
（
７
）
論
文

（
皿
）
神
田
龍
身
「
仮
装
す
る
こ
と
の
快
楽
、
も
し
く
は
父
子
の
物
語
」

二
物
語
文
学
、
そ
の
解
体
』
有
精
堂
、
昭
刷
・
通
初
出
）
、
横
溝
注
（
７
）

論
文
。
ま
た
、
関
白
は
子
沢
山
で
あ
る
事
が
、
嫡
子
三
位
中
将
に
先
立
た

れ
た
際
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
（
Ｐ
轡
、
実
父
側
の
必
要
性
も
な
い
事
が

明
ら
か
で
あ
る
。

（
ｕ
）
神
田
注
（
岨
）
論
文
、
西
本
寮
子
二
在
明
の
別
」
再
考
」
（
『
中
古
文

学
の
形
成
と
展
開
」
和
泉
書
院
、
平
７
．
６
）

（
皿
）
大
槻
注
（
４
）
論
文
、
竹
原
邦
子
二
在
明
の
別
」
の
奇
瑞
再
考
」

（
「
語
文
〈
日
本
大
学
〉
」
唾
、
平
陞
・
６
）

（
Ｂ
）
横
溝
注
（
７
）
論
文

（
必
）
神
田
注
（
７
）
論
文
は
散
逸
「
と
り
か
へ
ば
や
」
古
本
の
影
響
を
指
摘
。

（
喝
）
以
下
、
竹
原
注
（
吃
）
論
文
で
、
「
か
の
御
あ
た
り
」
を
関
白
の
子
息

と
す
る
大
槻
注
（
１
）
書
の
解
釈
に
沿
い
指
摘
す
る
。
な
お
、
権
中
納
言

に
つ
い
て
は
、
今
西
英
麻
ヨ
在
明
の
別
』
の
「
権
中
納
言
」
に
つ
い
て
」

（
「
古
代
中
世
国
文
学
」
Ⅳ
、
平
Ｂ
・
９
）
を
参
考
に
し
た
。

（
略
）
「
告
げ
ん
」
の
部
分
は
、
大
槻
注
（
１
）
書
・
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
で

「
つ
け
て
」
と
校
訂
す
る
。

（
Ⅳ
）
た
だ
し
、
実
際
の
血
縁
関
係
で
は
、
左
大
臣
は
女
右
大
将
の
従
兄
弟
に

あ
た
り
、
同
じ
く
ゆ
か
り
〉
と
み
な
す
事
が
誤
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

（
肥
）
大
槻
注
（
４
）
論
文

（
岨
）
辛
島
注
（
４
）
論
文

（
別
）
出
生
の
秘
密
に
気
付
い
て
い
る
薫
が
、
周
囲
の
〃
父
子
〃
比
較
の
言
及

に
も
拘
わ
ら
ず
、
故
光
源
氏
へ
の
思
い
を
殆
ど
言
及
し
な
い
（
椎
本
・
宿

木
巻
の
み
、
新
全
集
五
ｌ
Ｐ
“
・
唖
あ
り
方
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

（
副
）
大
槻
修
「
内
大
臣
・
人
生
の
斜
陽
を
悟
っ
て
」
（
「
中
世
王
朝
物
語
の
研

究
」
世
界
思
想
社
、
昭
弘
・
皿
初
出
）
、
神
田
注
（
皿
）
論
文

（
空
見
る
だ
け
の
恋
と
い
う
点
で
は
、
光
源
氏
の
藤
壺
宮
思
慕
・
狭
衣
の
源

氏
宮
へ
の
叶
わ
ぬ
恋
以
上
に
近
似
し
て
い
よ
う
。

（
羽
）
竹
原
注
（
通
）
論
文

（
型
）
松
浦
三
有
明
の
別
れ
」
の
笙
の
笛
」
（
「
論
究
日
本
文
学
」
的
、
平

皿
・
吃
）
等
参
照
。
な
お
「
と
り
か
へ
ば
や
」
の
影
響
も
他
論
で
指
摘
が

あ
る
。

（
あ
）
神
田
注
（
７
）
論
文

（
妬
）
竹
原
注
（
皿
）
論
文

（
”
）
か
つ
て
の
〃
妻
〃
対
の
上
へ
の
告
白
の
場
に
居
合
わ
せ
た
女
房
に
は
、

女
右
大
将
の
乳
母
子
「
中
納
言
」
や
「
少
将
」
「
少
納
言
」
が
い
る
。
作

品
後
半
で
は
左
大
臣
と
も
関
わ
る
女
房
達
だ
が
、
出
生
関
連
で
の
言
及
は

か
び
い
○
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（
弘
）
小
嶋
注
（
４
）
論
文

（
弱
）
竹
原
注
（
吃
）
論
文

（
弱
）
神
田
注
（
７
）
論
文

（
師
）
嵯
峨
行
幸
・
行
啓
と
左
大
臣
へ
の
出
生
告
白
の
間
に
置
か
れ
た
祖
父
大

臣
死
去
の
際
に
は
嗣
子
と
し
て
の
服
喪
と
氏
長
者
任
命
が
述
べ
ら
れ
る
。

（
ま
つ
う
ら
・
あ
ゆ
み
甲
南
女
子
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）

詞
）
西
本
寮
子
二
在
明
の
別
』
の
成
立
期
に
つ
い
て
」
（
「
国
文
学
孜
」
叫

昭
田
・
９
）
。
政
道
の
重
視
は
、
「
源
氏
」
の
夕
霧
に
お
け
る
学
問
重
視
の

影
響
以
上
に
、
院
政
期
頃
の
時
代
的
な
傾
向
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

（
証
）
西
本
注
（
釦
）
論
文
で
は
、
院
・
女
院
夫
婦
並
立
の
時
代
性
を
論
じ
る
。

（
犯
）
小
嶋
注
（
４
）
論
文
、
西
本
注
（
Ⅱ
）
論
文

（
詔
）
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
本
文
に
拠
る
。
大
槻
注
（
１
）
前
掲
書
で
は
、

「
い
つ
か
し
か
る
」
に
翻
刻
し
た
上
で
、
「
は
づ
か
し
か
る
」
へ
と
校
訂
す

（
羽
）
西
本
注

（
空
竹
原
注

文
が
指
摘
。

る
0

小
嶋
注
（
４
）
論
文
、
松
浦
注
（
型
）
論
文
参
照
。

「
有
明
の
別
れ
」
に
お
け
る
出
生
の
秘
密

（
ｕ
）
論
文

（
吃
）
論
文
。
楽
継
承
の
過
程
と
し
て
は
、
小
嶋
注
（
４
）
論

五


